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	１．2019年12月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正
	（2019年１月１日～2019年６月30日）
	２．修正の理由
	売上高、営業利益につきましては、不動産販売事業において収益不動産の販売が計画どおり進まず、予想を下回る見込みであります。経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましても先述の売上高、営業利益の減少に加え、為替差損の計上などにより予想を下回る見込みであります。
	なお、通期の業績予想につきましては、今後の業績動向を慎重に精査し、業績予想を修正する必要があると判断した場合には、速やかに開示いたします。
	（注）上記記載の業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる場合があります。
	以　上

